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1.緒 言

Gottlieb及 びGarner(1946)(i)は,水 耕 に よつ て放 射 性 同位 元 素P32を 小 麦 に 吸 収 せ

しめ,こ れ にPucciniagraministriticiを 接 種 すれ ば,そ の病 斑 部 にps:.が 健 全部

に 比 べ て 多 く集 積 す る こ とを報 告 し,こ れ が 原 因 を 寄 主 細 胞 の 異 状代 謝 に よ る もの と

し て い る.叉Yarwood及 びJacobson(1950)10)は イン ゲ ンマ メ の 銃 病(Uromyces

phaseoli)及 び 自渋 病(Erysiphepolygoni)罹 病 植 物 を放 射 性 同 位 元 素S35を 含 ん だ

Sodiumsulphide(Na,S・9H,0)の 蒸 気 に8時 間 接 触 させ る と,そ れ らの 病 斑 にS35が

健 全部 に比 べ て 多量 に集 積 す る こ とを 認 め て い る.

以 上 二 者 の実 験 は,い ず れ も銃 病 及 び 白渋 病 の如 き純 寄 生菌 の寄 生 に よつ て生 ず る病 斑

に つ い て行 つ た もの で あ るが,著 者 らは 殺生 菌 と しての タバ コ炭 疽病 菌Co〃etotrichum

sp.を 用 い,こ の 病 斑 部 に 於 け る放 射性 同位 元 素P32叉 はS35の 集 積Z)有 無 及び そ の量 的

差 異に つ い て の実 験 を行 つ た.

II.実 験 方 法

1.タ バ コに放 射 挫 同位 元素pss,S35を 吸 収 せ しめ る方 法:本 葉4～5枚 の トル コ タバ

コを水 耕 液 し)に移 し,2週 間 水 耕 し,放 射 性 同位 元素P32,S53..を 夫 々下 記 の方 法 で吸 収 せ

しめ た.

p32::タ バ11本 当の葉 両 積 を測 り,そ の面 積200cm2当 りに2μCのPsz(稀 塩 酸 に溶

か したP320`)と,carrierと して0.1NのNaH:PO9ccを 混 合 し,直 射 日光 の も と

で 完 全 に 吸 収 せ しめ た.

S35:P32と 同様 に葉 面積200cm2当 り75μCのS35(稀 塩 酸 に溶 か したS35O4)に 水 少

量 を加 え直 射 日光下 で完 全 に吸 収 せ しめ た.P32,53.;を 吸収 せ しめ た後,材 料 採 集 まで タ

*九 州 大学農学部 植物病理学教雀 業績1954年4月 日本植物病理学会大 会におい て一要旨を公表 した.

a)水 耕液:psaを 吸収せしめた場 合にはPを 除去 した水耕液 を,S35を 吸収せ しめた場 合にはSを 除

去 した水 耕液を用いた.



バ コは 井 水 で 水 耕 した.

2.タ バ コ炭 疸 病 菌 の接 種

P32,S35を 吸収 せ し め て1日 経 過後 タバ コ炭疽 病 菌 の接 種 を行 つ た.即 ち,馬 鈴 薯寒 天

培 養 基上 に 形 成 され た タバ コ炭 疸 病 菌 の分 生 胞子 懸 濁液 をP32,S35吸 収 タバ コに 噴 霧接 種

し,こ れ を280Cの 接 種 室 に48時 間 入 れ,油 浸 状 病 斑 が 肉1眼的 に認 め られ 始 め た 時 に接

種 室 よ り出 し,処 定 の期 間 室 内に 放 置 し,材 料 に 供 し た.

3.オ ー トラ ジオ グ ラ フの作 製 法1

処 定 の 期 間 経 過 した罹 病 タバ コの葉 を 葉 柄 よ り切 り取 り,こ れ を 濾紙 の 間 に挾 み,両 側

よ りガ ラ ス板 で適 度 の圧 力 を 加 え て,60～65。Cの 定 温 乾 燥 器 で 一 昼夜 乾 燥 した後,こ の

タバ コの葉 を 厚手 の台 紙 に貼 り,セ ・ハ ン紙 でcoverし て,こ れ をX‐rayfilmを 用

い たcontactmethodで1週 間 か ら2週 問,暗 室 で 露 出 した後 現 像 し,病 斑 部 に於 け る

pss,S35の 集 積 を供 試 タバ コ葉 の乾 燥 材 料 と対 比 して観 察 した.

III.実 験 結 果

1.放 射性同位元素P32の 集積

i)接 種後48時 間目に於ける集積:タ バコ炭疽病菌の接種後48時 間目に於ける病徴

第1図.接 種後48時 間 目に於 けるP32の 集積.

は,肉 眼的にやつと認められる油浸

状病斑が形成され る.こQ時 採集し

た タバコ葉の病斑部 には,す べて

P32の 集積が認められる.然 し,い

ずれの病斑 も油浸状の小斑点である

ためか,P32の 集積も油浸状部全体

に うす く分布した状態を示している

(第1図).

ii)接 種後4日 目に於ける集績:

先づ,タ バコ 炭疽病菌接種後4日

目の病徴は,上 述の如 く初め油浸状

の病徴を呈していた ものが次第に明

瞭な斑点とな り,健 全部 とはつき り

識別出来 る.こ れ らの病斑に於ける

放射性 同位元素P32の 集積を見 る

と,肉 眼的に認められる病斑部には

すべてP32の 集積が見られ,且 その

集積度は2日 目のそれに比べて顕著

に増加 して いる(第2図).こ の病

斑部に於けるP32の 集積の形態はす

べて一様なものでな く,大 体次の3

種類に分けられる.



①Spottype:病 斑 全 体 に 一

様 な 濃 度 で 集 積 して い る 場 合

で,小 病 斑 に 多 く見 られ,そ の

数 も一 番 多 い.

②Simpleringtype:病 斑

の 中心 部 に は集 積 が見 られ ず,

周縁 部 に集 積 して い るた め,一

重 のRing状 を呈 して い る.数

はSpottype程 多 くは ない.

QConcentricringtype

② のRingの 外 側 に 更 にRing

を 形 成 し,集 積 部 が 二 重 と な

り,所 謂 二 重環 を 形 成 して い

る.然 し,こ のtypeの もの は

数 的 に は 少 い.

iii)接 種4日 目以 後 に於 け る

集積:4日 目以後 は,7日 目及

び10日 目にP32の 集積iを検 し

たが,4日 目の場 合 と同様,そ の

第2図.接 種 後4日 目に 於 け るpsiの 集 積.

集 積 は顕 著 で,肉 眼 的 に認 め 得 る病 斑 に は す べ て そ の集 積 が認 め られ た.又 集 積iのtype

もSpottype,Simpleringtype及 びConcentricringtypeの3種 類 で,一 般 にSpot

typeの もの が 多 く認 め られ た.病 斑 部 に 於 け る 放 射 性 燐 の 集積 の 模様 と肉眼 的 にみ た 病

斑 の比 較 は第3図A及 びBの 通 りで あ る.

2.放 射 性 同位 元 素S35の 集 積

接 種 後2～4日 目ま で の油 浸 状 小 病 斑 で は,S35の 集積 は ほ とん ど健 全 部 の それ と相 異

は み られ な い.

接 種 後5日 目及 び7日 目に於 け る褐 変 した 明 瞭 な 病 斑 で は,S35の 集 積が 見 られ,そ の

集 積 は薄 いConcentricring状 を呈 し てい る(第4図).然 し,こ れ ら病 斑 部 に於 け る特

異 集積 は,P32の それ に比 べ る と非 常 に 少 い よ うであ る.又 これ ら病 斑 の 中 に は集 積 の認

め られ な い も の もあ り,P32の よ うに 病 斑 のす べ てに 集 積 す るの で は な い よ うに 観 察 され

た が この 点 は 更 に検 討 を要 す る.

IV.考 察

植物の斑点性病害に於ける病斑部の病態生理学的特徴 として,呼 吸作用,同 化作用の異

状増進,1,Y,9)澱粉の集積叉は消失,4・5・7)滲透圧の低下等が挙げられている.こ れ らの生理的変

動に伴い,エ ネルギーの転移に大きな役割を演ずる燐が病斑形成の場に於て密接に関与し

ていることは当然考えられる.



第3図A.接 種後7日 目に於け るP32の 集積.

第3図B.同 上 肉 眼 写 真.



第4図.接 種 後5日 目に 於 け るS35の 集 積.

純寄生菌の寄生による鋳病及び白渋病に於ては,前 述の通り放射性同位元素psi,S35の

集積が実証されているのに対 し,殺 生菌に於ては従来報告せられたものが少なかつたが ー-)

この実験の結果から明らかな如 く,殺 生菌 としてのタバコ炭疽病病斑に於ても,P32,S35

の集積が認められた.特 にP32の 集積はS35の それより顕著で,且 集積速慶も早 く,接 種

後48時 間に於てすでに顕著な集積が見 られた.こ のことより病斑形成の際に起 る種 々の

生理的変化とP32の 行動とが密接な関係を有するのではないかと想像され る.

病斑部に集積 したP32が 単なる無機燐酸塩か,或 は叉燐蛋白,糖 燐酸 エステルの如き有

機態のものであるか,こ の形態を明らかにす ることは叉意義あるものと思考される.叉P32



の 集積typcはSpottype,Simplcringtypc,及 びConcentricringtypcの3つ に

分 類 され た が,こ れ らの集 積typeと 肉 眼 的 に 見 た病 斑 の形 態 とに は 相 関は 見 られ な い.

然 し,こ れ ら病 斑 の解 剖学 的 構 成 と集積typeと には 興 味 あ る問題 が存 す る の では な い か

と思 われ る.

S35の 病 斑 部 に:於け る集積 も認 め られ たが,P32程 顕 著 で な く,病 斑 形 成 に当 りP32程 敏

感 に行 動 しな い よ うに考 え られ るが,P32とS35は そ れ 自体 の エ ネノしギ ーが 異 るの で 概

に は比 較 出来 な い.故 に これ らの 点 に つ い て は今 後 の 研 究 に倹 た ね ば な らな い.

V.糸 占 語

1.タ バコ 炭疽 病 病 斑 部 に放 射 性 同 位 元 素psi,S3ゐ の 集積 が認 め られ,特 にpssの 集 積 は

S35に 比 べ て顕 著 で集 積 速 度 も早 い.

2.P32の 集 積typeは ①Spottypc②Simpleringtype③Conccntricringtype

の3種 類 に分 け られ る.

3.P32,S35の 病斑:に 於 け る 集 積が 汝ll何な る形態 の もの か,叉 そ の生 遡 学的 意 義 に つ い て

は 今後 の研 究 に まつ.
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 Resume 

 Accumulation of phosphorus-32 or sulphur-35 in the lesions of tobacco an-
thracnose (Colletotrichum sp.) was studied. 

 Phosphorus-32 accumulated more conspicuously and faster than sulphur-35 
in the affected lesion. 

 The accumulation types of phosphorus-:2 were classified into three types: 
spot type, simple ring type, and concentric ring type. There were no relations 
between the optical aspects of lesions and the accumulation types.
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